
流域治水で水害はなくなるか

5月28日

石崎勝義
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自己紹介

1938年 東京生まれ 84歳

社会に出てから ６０年間

公務員技術者３０年

OB技術者・大学１５年

国土センター・戸田建設等・長崎大学・早稲田大学

毎日日曜日 １５年 ８年 琴棋書画

（２０１５鬼怒川水害後） ７年 研究的生活

組合員 7年間

団交経験 事務所長3年 土研幹部3年

2



構成

１⃣流域治水とは

２⃣球磨川水害と川辺川ダム

３⃣大水害多発原因と堤防強化

4⃣低地の盛土と雨水貯留浸透

５⃣川を取り戻そう
治水事業の山は越えた
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1⃣ 流域治水とは
２０２1年４月流域治水法関連９

法案成立
１集水域から氾濫域にわたる流域に関わる

あらゆる関係者が協働して水災害対策を行う

２気候変動による降雨量増強考慮

氾濫域対策 ①氾濫を防ぐ・減らす

②被害対象を減らす

③災害時対策（被害軽減、早期復旧・復興）

ハード・ソフト
小池俊雄「流域治水その実行の時」河川July2021
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流域治水の起源

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす
総合治水１９７７ 高橋裕日本国際賞２０１５

→ ３⃣ 雨水貯留浸透技術開発
低地の盛土問題への適用

②被害対象を減少させる
滋賀県「流域治水」嘉田由紀子２００６

③被害の軽減や、早期復旧・復興
水防災意識社会等 小池俊雄 ２０１５

→２⃣大水害多発の原因と堤防強化
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２⃣ 球磨川水害と川辺川ダム
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水害の特徴

１人命の損失 ５０人

人吉市内９人

２異常な水位の高さ

人吉 堤防から２M越水

渡地区 2階で溺死

３支流で被災

4計画流量を超える出水
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球磨川く2球
磨川く⃣球磨
川に見る流
域治水の実
際
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川辺川ダム

川辺川ダム

• 1966年発表

• 1976年 ダム基本計画

告示

2000年 共同漁業権

補償受け入れ

拒否

2003年利水事業敗訴

2000年～住民討論集会
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令和2年
球磨川豪雨
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住民が考えた球磨川流域の総合治水対策

１川辺川ダムの問題点

２治水問題Q＆A

3住民が考えた総合治水対策

4国土交通省の治水計画の

問題点

５これからの治水対策を考える
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球磨川中流の
堆砂状況

• 嶋津暉之「２０２０年７月

球磨川水害の考察 川辺川

ダムは必要か」

この計画河床は本来１・５
m低かった。２０００年に引
き上げられたもの。
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堆積土砂の資源利用

１ 国内使用の砂利・砂の７割
は輸入

２過剰な砂・利砂の採取規制に
苦しんだ経験

３砂・砂利の需要供給を調整す
る組織

4団地造成での資源活用

（千葉）
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引堤
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流水型ダム

川辺川ダム
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市房ダム

28



集水域
対策
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流域治水の評価
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「流域治水が開く川と人との関係」

１嘉田由紀子 2020年7月4日球磨川水害

現地溺死者調査の方法と経過

２何が生死を分けたか つる詳子 市花由紀子

木本雅己

３島谷幸宏 球磨川の水害と流域治水

4嘉田由紀子「流域治水」の歴史的背景滋賀県の

経験と日本全体での実装化に向けて
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５流域治水に求められる専門家の視点

大熊孝 民衆の知恵水害防備林を見直そう

宮本博司 人命最優先の流域治水には

地域主権 改革が必要

今本博健 治水のあり方から考える

流域治水の重要性と球磨川水系

河川整備基本方針への提言

「非定量治水」
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川辺川ダム計画がもたらした不協和

友人からの年賀状

梅雨出水 川の宿痾を抉りおり

（7月、球磨川の豪雨災害に接して）

福岡賢正 「国が川を壊す理由」葦書房

板井優ほか「脱ダムへの道のり」熊本出版文化会館

科学Sep.2020[特集流域治水のために]

近藤徹「オーラルヒストリー」日本河川協会 （石崎HP）

36



球磨川河川整備基本方針

社会資本整備審議会 河川分科会

河川整備基本方針検討小委員会 - 国土交通省水管理・国土保全局

第１回 2006年4月ー 第11回 2007年

潮谷熊本県知事が参加

国交省HP＞・＞政策法令予算＞政策情報分野別一覧＞

水管理・国土保全局＞河川＞ 審議会・検討会
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https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/kihonhoushin/index.html


発言 川辺川ダム、和解への道のり

１堆積土砂取り除き

河床掘削の実現

２流水ダムの効果検証

市房ダムの流水ダム化

共同調査

３川辺川流水ダム建設
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3⃣大水害多発の原因と堤防強化の復活

２０１５関東東北豪雨災害

（鬼怒川水害）

２０１６東北北海道豪雨災害

２０１７九州北部豪雨災害

２０１８西日本豪雨災害

（真備町水害）

２０１９東日本台風１９号水害

（千曲川水害）

２０２０九州災豪災害

（球磨川水害）

水害の原因

１地球温暖化による豪雨

広大化、長時間化

２治水投資の遅れ

ダムに偏在

３浸水しやすいところに立地

4避難しない住民の防災意識

５堤防の決壊

→ 堤防強化

決壊しにくい堤防

耐越水堤防
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激甚化する災害外力と脆弱化する社会に対応
できる治水対策（河川3月号）
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①天端保護工

②【欠如裏法保護工】

③裏法尻保護工

ドレーン工 バケツ
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鬼怒川
水害訴訟
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低い場を
後回し
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溢水
若宮戸
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決壊
上三杉
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垂直落下

（若宮戸）
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危機管理型ハード

２０１５鬼怒川水害発生

政府の対応

• 答申 「社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築」

危機管理型ハード

決壊までの時間を少しでも遅らせる方策（天端と法尻）
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堤防強化事業（フロンティア堤防）
の確立

Ｈ１０（１９９８）フロンティア堤防 重点施策になる

Ｈ１２（２０００） フロンティア堤防 全国で事業化

雲出川・那珂川・信濃川・筑後川で計１３．4km

実施される。

H１２ （２０００） 河川堤防設計指針第３稿

H１4（２００２） フロンティア堤防事業の封印

河川堤防設計指針の廃止

H20 （２００８）科学SEP2020電子版に掲載
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アーマーレビーの3要素
①天端保護工

②裏法保護工
③法尻工
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1⃣ 堤防の役割
河川改修とは ＝氾濫を無くすこと
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倉敷市真備の水害７月９日午前1０時
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危機管理型ハードの破綻
２０1８岡山真備町 小田川水害
前野岡山大教授

「堤防裏のりの保護が必要 」
磯田道史氏

「堤防は表も裏も
コンクリートで保護が必要」

福岡賢正
「まやかしの危機管理型ハード」

（毎日新聞）
政府の対応：ドレーン付加
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科学12月号 「堤防をめぐる不都合な
真実
ーなぜ２０1５鬼怒川堤防決壊は起き
たか」
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令和元年台風第19号堤防決壊箇所の堤防調査委員会

： 国管理河川決壊箇所
： 国管理河川

那珂川水系那珂川（常陸大宮市）【2箇所】
荒川水系越辺川（川越市）

久慈川水系久慈川（常陸大宮市）【3箇所】

荒川水系越辺川
（東松山市）

那珂川水系那珂川（那珂市）

阿武隈川水系阿武隈川（須賀川市）

信濃川水系千曲川（長野市）

千曲川堤防調査委員会

荒川水系越辺川・都幾川
堤防調査委員会

阿武隈川上流堤防調査委員会

【北陸地整】現地調査10/15,

第２回11/13,第３回12/4

【関東地整】現地調査10/17,第２回11/17,第３回12/2 那珂川・久慈川堤防調査委員会
【関東地整】現地調査10/18,第２回11/17,第３回12/2

【東北地整】現地調査10/16,

第２回：11/7,第３回：12/2

鳴瀬川水系吉田川（大郷町）

鳴瀬川堤防調査委員会
【東北地整】現地調査10/16,

第２回：11/7,第３回：12/3

○ 国管理河川１２箇所の決壊箇所について、堤防調査委員会を設置し、決壊要因等の検討を

実施。

荒川水系都幾川
（東松山市）

2
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堤防強化の
復活へ
千曲川
決壊2019

1４：1２
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裏のり対策を講じたフロンティア堤防
（那珂川水戸市）
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国会 国交大臣答弁 ２０1８・1０・1４

• 山添拓参議院議員

Q「何故裏のりの保護を

行わないのか？」

• 石井国交大臣；

A  「越水実験によると

遮水シート継目に不具合が

あるので裏のリ面の対策を

実施しない」
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特集「消された堤防」
日経コンストラクション2020/2/24
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河川行政を大転換すべき時 story7

国交省は堤防をめぐる
過去の判断を振り返
り、越水を考えた構造
の研究を深めなかった
年月を謙虚に受け止め
なければならない。
河川管理施設等構造

令の見直しも検討に値
する。

• 河川管理施設等構造令
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「決壊しにくい堤防」
の復活

信濃川で復活した
耐越水堤防
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「決壊しにくい堤防」の構造
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令和元年台風第1９号の被災を踏まえての
河川堤防に関する技術検討会報告書

http://www.mlit.go.jp/r
iver/shinngikai_blog/gi
jutsu_kentoukai/dai01
kai/

第１回 令和元年台風第１９号の被災を踏
まえた河川堤防に関する技術検討会の配付
資料を掲載いたします。

•

• 検討会等

• www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/kentoukai/index.html
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技術検討会の結論： 粘り強い堤防を目指す

• 危機管理型ハード（天端と法尻）では不十分。

• ３タイプ

堤防被覆型（裏のりを追加）②拡幅型 ③自立型（センターコア）

• 決壊箇所の特徴 １合流点上流 ２橋梁上流 ３狭窄部上流

4湾曲部外側 ５堤防が沈下しているところ

• 整備の対象：氾濫リスクが高いにもかかわらず、当面解消困難な区
間であって、決壊した場合甚大な被害が発生する区間

• 同方針：堤防が決壊するまでの時間を少しでも長くする。

• 決壊しない堤防ではない。水防・避難の活動に影響しないように
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3⃣の結論 耐越水堤防の整備

１市街地を控えた堤防は直ちに耐越水化

温暖化時代、

少ない統計

常に堤防を越える大雨発生の可能性

２ 越水による被害が大きいところは

越水方式選択、 排水対策、住居対策

３ 下流に影響するときは 下流対策
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４⃣低地の盛土と雨水浸透対策
総合治水対策ー流域管理の革新的技術ー

日本国際賞 ２０１５年度
高橋裕 （東京大学名誉教授１９２７－２０２１）

・総合治水 流域の保水機能
低地の遊水機能

・河川審議会答申 総合治水対策 １９７６年

・海老川流域に最適 浸透しやすい地質 大きな氾濫原
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疑問の多い低地の開発事業

１ 船橋市の決定

２ 県都市計画 審議会 「浸水の影響の住民への説明がない」

3 住民説明会

下流への影響を無くす計画 住民の納得

（屋井鉄雄「３つの並行プロセスによる計画つくり」）

住民 事業の社会的受容

提案 流域治水プロジェクトの吟味
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調整区域を変更して
開発

都市

計画図
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低地（氾濫原）
を開発
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海老川の現状

• 雨水浸透の多い流域

• 都市化が進展

• 細い川

• 大きい氾濫原

自然の遊水地

流域全体の３０mmに相当
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海老川水系
流域治水プロ
ジェクト
２０２1年10月
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遊水機能の棄損 持ち込み土量と比較
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都市水害の発生機構
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雨水の浸透貯留
開発と都市への適用

• 雨水浸透工法

土木研究所が開発

住宅公団・東京大学（虫明功臣名誉教授）

・雨水貯留浸透技術協会

脇雅史（元参議院議員）・民間メーカー

都市計画法では 保水地域の対策が制度化

遊水地域は 未整備

自治体の開発条例

敷地雨水の ８０－１００mm相当

海老川上流区画整理事業 ５万m3   120mm相当
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遊水機能を保存する開発

• 遊水機能確保の方法
• ①浸水を許容する土地利用
• 多目的遊水地 水辺公園
• ②浸水を許容する建築方式
• 高床式建築、地下貯留
• デッキ型通路、駐車場

• 目標 A盛土量を4０万m3削減して３０万m3にする
B盛土で失う遊水機能を流域の流出抑制で補う
なるべく A＜Bを目指す
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流域分担量
保水能力が生かされて

いない
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グリーンインフラとしての雨水浸透技術
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７雨水貯留浸透の本格利用
横浜市の流出抑制型施設
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虫明功臣東大名誉教授
「画期的な流域治水」「水循環」1２1号31頁）

•総合治水

•流域水マネジメント（水循環再生構想）

ーーー＞二重の縦割りの壁

・流域治水では 国・県・市町村・企業・住民

分野別 の協働・連携
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1⃣～４⃣の結論 流域治水のこれから

①堤防強化による大水害の発生抑止

②総合治水・グリーンインフラの推進

雨水貯留浸透の強化 市街地、森林

氾濫原 遊水を確保する開発

③ 安全な市街地形成 自治体の役割に期待
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５⃣川を取り戻そう 治水事業の山は越えた

１ 水害を無くそうとしない

国・河川ムラの姿を明らかにする

２（住民側）時として浸水に遭遇することを受容する

覚悟の形成

３（河川管理主体）財源移譲と自治体による管理
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研究的人生 回想と反省

転勤の多い人生 首にはできない

家族は大変だが・・

・「アカを落としてこい」

・ 「ほかの人が部長に」

・ 「談合擁護の役に立たない」

よかったこと 意見を言う オープンに、 争わない

反省 部下が言える雰囲気
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ご清聴ありがとうございました。
石崎 勝義 <ishizaki@mb.ejnet.ne.jp>

つくばみらい市山王新田4０１ー１１

tel・fax： 0297-57-1776
携帯： 090-3073-1987

参考図書 https://kinukokai.amebaownd.com

１）嘉田由紀子編著

「流域治水がひらく川と人との関係ー２０２０年球磨川

水害の経験に学ぶ」 ２０２０農文協

２）屋井鉄雄編著「土木と環境の計画理論－３つの並行プロセスに

よる計画つくり」２０２１数理工学社

３）島谷幸広「河川環境の保全と復元ー多自然型川づくりの実際」

２０００鹿島出版会

４）国松孝男・菅原正孝編著「都市の水環境の創造」1988技報堂

出版

５）虫明功臣・石崎勝義ほか編著「水環境の保全と再生」1988

山海堂
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